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12 議案第３１号 おいらせ町新病院建設事業用地の取得について 

13 議案第３２号 おいらせ町新病院建設事業用地の取得について 

 

 

 

 

議 員 提 出 

議 案 の 題 目 

 

 

 

開 議 午前１０時００分 

議 事 日 程 議長は、本日の議事日程を次のとおり報告した。（別添付） 

会 議 録 署 名 

議 員 の 指 名 

議長は、会議録署名議員に次の３名を指名した。 

 ２番   大 浦 陽 子 議員 

 

 ３番   天 間 財 子 議員 

 

 ４番   小笠原 伸 也 議員 
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議  案  の  経  過 

日 程 発 言 者 発 言 者 の 要 旨 

  

事務局長 

（小向正志君） 

 

 おはようございます。 

 議場内の皆様にお願い申し上げます。 

 議場内では携帯電話等の電源を切るか、マナーモードに設定

くださるようお願いいたします。 

 それでは、修礼を行いますので、ご起立願います。 

 礼。ご着席ください。 

 

会議成立 

開会宣言 

吉村副議長  おはようございます。 

 松林議長は所用により午前中は副議長が議長の職務を行いま

すので、よろしくお願いをいたします。 

 ただいまの出席議員数は１２人であります。定足数に達して

おりますので、直ちに本日の会議を開きます。 

 

  （開会時刻 午前１０時００分） 

 

欠席報告 吉村副議長  なお、１０番、日野口議員は欠席であります。 

 また、１６番、松林義光、１３番、川口弘治、２番、大浦陽

子議員は遅れるとの連絡がありました。 

 

会議録署名議員

の補充 

吉村副議長  ここで会議録署名議員の補充を行います。 

 大浦議員がいませんので、次に指名するのは４番、小笠原伸

也議員を指名をいたします。 

 

議事日程 

報告 

吉村副議長  本日の議事日程は、お配りしている資料のとおりであります。 

 

一般質問 吉村副議長  日程第１、昨日に引き続き一般質問を行います。 

 ６席４番、小笠原伸也議員の一般質問を許します。 

 ４番、小笠原議員。 

 

質疑 ４番 

（小笠原伸也君） 

 議長のお許しを得まして、通告に従いまして一般質問させて

いただきます。 
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 早速質問に入りたいと思います。 

 質問事項１番、国保おいらせ病院移転後の利活用について。 

 （１）国民健康保険おいらせ病院移転後の旧病院建物及び土

地の利活用について、町として早期に方向性を示すべきではな

いか。現時点で町が考えている基本方針とスケジュールを伺い

ます。 

 

 吉村副議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田光寿君） 

 おはようございます。 

 ６席４番、小笠原伸也議員のご質問にお答えをいたします。 

 まず、新病院の開院目標として令和１４年度を掲げており、

今年度から６年後であります。そして、先日の議員全員協議会

において、新病院建設事業についてご報告をいたしました。担

当から「全国的な厳しい病院経営環境と、今後も続くと予想さ

れる物価高など、社会情勢の変化の中で病院を進めていくこと

は難しい面もありますが、状況に応じた見直しを行いながら着

実に進めていく」旨のご説明をしており、開院時期を含め不確

定な要素がございます。 

 こうしたことを踏まえまして、まずは新病院建設事業の取組

にしっかりと注力することが先決であり、その上で、今後、病

院移転後に係る建物及び土地の利活用を含めた課題の洗い出し

を行い、検討すべきものであると考えております。 

 よって、早急に方向性を導くものとは考えておりませんし、

ご質問にある基本方針やスケジュールも今のところ定まってお

りません。 

 以上であります。 

 

 吉村副議長  小笠原議員。 

 

質疑 ４番 

（小笠原伸也君） 

 ありがとうございます。 

 現時点で考えていないということでありますけれども、病院

がもう既に新築に向かって、移転に向かって動いていると。そ

ういう中で、残った病院は一体どうなるのというのが、これは

率直な町民の地域住民の気持ちであります。 
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 したがって、まだ現在使える病院の建物並びに広大な土地、

あの活用はどうなるのかな。 

 町長が、それこそ町長政策公約のところで、政策の柱３番、

「にぎわいがあふれる元気なまち」とあります。 

 にぎわいなんですが、あそこから病院がもしなくなると、本

町地区、１丁目に所属していますけれども、１丁目のところに

ある病院がもしなくなると、あそこの商店街がどうなるか。現

在薬局と何件かの商店があるわけですけれども、この先どうな

るのかな。人の流れはまず消えていくんじゃないかな。にぎわ

いがなくなるというのが、これはもう心配される点になるわけ

ですよ。だから、イオンの周りがにぎわうのはこれは大変うれ

しいんですが、逆にその移転によってにぎわいがなくなる、こ

の点は町長どういうふうにお考えですか。 

 

 吉村副議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田光寿君） 

 お答えいたします。 

 病院移転後の地域のにぎわいと、議員ご心配のところ、また

地域住民もご心配なところと思っております。 

 昨日も一般質問のやり取りの中で似たようなご質問が上がっ

ておりました。 

 必ずしもにぎわいというのは、人が集ってにぎやかになるも

のだけではないと考えてございます。 

 各地域それぞれ、そこに合った特性を生かしながらまちづく

りを進めていくというのも一つかと思っております。当然、現

在本町地区にある病院がなくなりますと、それなりのダメージ

はあるものと思っておりますが、従来からある特性であったり、

歴史・文化などを踏まえながら、今後のまちづくりを考えてい

くのも一つかなと思ってございます。 

 以上であります。 

 

 吉村副議長  小笠原議員。 

 

質疑 ４番 

（小笠原伸也君） 

 ありがとうございます。 

 （２）番に入りたいと思います。 
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 周辺住民や町民全体から意見聴取の場を設ける考えはあるの

か。ある場合は、町民に説明会、アンケート、パブリックコメ

ントなど、どの手法で住民に意見を聞くのかを伺いたいと思い

ます。 

 

 吉村副議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田光寿君） 

 お答えをいたします。 

 先ほど答弁いたしましたとおり、今後、課題等の洗い出しや

検討していく中で、周辺住民等の皆様からご意見を伺うことに

つきましても検討してまいりたいと思っております。 

 以上です。 

 

 吉村副議長  小笠原議員。 

 

質疑 ４番 

（小笠原伸也君） 

 検討してまいるということですけれども、これは具体的にも

う新病院が建つのはもう決定しているんですから、移転のこと

も早くですね、これは検討に入っていただきたいと思うわけで

す、これね。 

 したがって、その際は住民から意見を聴取すべきと町民の方

は思うじゃないかなと思うんですが、町としてのある程度の考

え、方向性を持って、町民からも意見を聞く、そういうふうな

手法はどうかなという質問になるんですけれども、町民から意

見を聞く、もしくは説明会を開くんだという、時期はいつにし

てもその方向性はありますか。 

 

 吉村副議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田光寿君） 

 お答えをいたします。 

 るるご心配をおかけしているところであります。 

 新しい病院の開院目標は令和１４年度としておりますので、

それまでの間に移転後の方向性もきちんとお示しをしたいと思

っております。 

 ですから、令和１４年度から逆算して３年か４年ぐらい前か

らは着手しなければと思っているところであります。 
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 地域住民等から意見を伺う、もしくは説明会を行う、そうい

ったこともプロセスの中では必要なものと思っておりますが、

先ほど申したとおり、これからその手法も含めて検討していく

こととしておりますので、その辺はご理解をいただきたいと思

っております。 

 以上です。 

 

 吉村副議長  小笠原議員。 

 

質疑 ４番 

（小笠原伸也君） 

 ありがとうございます。 

 検討をしていくんだということであります。 

 （３）番に入ります。 

 集まった住民意見、これを基本方針や計画案のどこにどのよ

うに反映したかを公表する予定があるのか伺いたいということ

でしたけれども、今のところ時期も決まっていないということ

ですけれども、（３）番、これはいかがですか。 

 

 吉村副議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田光寿君） 

 お答えをいたします。 

 先ほど来申し上げていますとおり、具体的なもの現時点では

定まっておりませんので、そのような答弁になりますが、先ほ

ど来申し上げておりますとおり、まずは新病院建設事業にしっ

かりと取り組んでいきたい。 

 その上で、議員からご質問にあったことについても、具体的

な今後の課題洗い出し等の中で総合的に検討してまいりたい、

こういうふうに思っております。 

 以上です。 

 

 吉村副議長  小笠原議員。 

 

質疑 ４番 

（小笠原伸也君） 

 検討ということで、まだ時期とか町民の考えを取り入れると

か、現時点では白紙だということになるんでしょうか。 

 隣の六戸町も病院がなくなる、町の経営の病院がなくなる、

それから五戸町も町が経営する病院がなくなる。公募かなんか、
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あれですよね、今募ってて、どっかのお医者さんに入ってもら

いたいという動きだと思うんですけれども、おいらせ町のおい

らせ病院の建物自体はもつんだと思うんですよね、建物自体の

耐久性とかを考えると。 

 建物自体の構造、普通に使えばあと何年使えるんでしょうか。

何かそういった関連質問ということでよろしいですか。あの建

物の使用年度といいますか、あと何年使えるかどうか、ちょっ

とすみません、お聞きしたいんですが……。 

 

 吉村副議長  特別答弁。病院事務長。 

 

答弁 病院事務長 

（桒嶋泰幸君） 

 それでは、建物のいつまで使えるかというところのご質問か

と思います。 

 今、現在の病院、昭和５７年３月に竣工されて以降、今年度

で築４４年ということになります。 

 いつまで使えるかということの一般的な回答としますと、耐

用年数とかというお話になるかと思いますが、今時点の同規模、

ＲＣ構造の３階建ての減価償却の期間になるんですけれども、

それは一般的に３９年ということで言われておりますので、そ

うしたことから耐用年数は超えるか、これから超えて年数たっ

ていくんだろうということになります。 

 ただ一方で、建物がいつまで使えるかということになります

と、また別な話になりますので、それはいい保全等を行いなが

ら長寿命化を図るというところもありますので、いつまで使え

るかというところについては、答えとしますと、必要な保全等

を行っていけるのであれば長寿命化できますよということにな

りますので、そこについてはいつまでというお答えはできない

ということでご理解いただければと思います。 

 以上です。 

 

 吉村副議長  小笠原議員。 

 

質疑 ４番 

（小笠原伸也君） 

 ありがとうございました。 

 新しい病院ができる、それに付随して旧病院の建物、それを

どうするかという、これ町の全体の課題になるかと思うので、
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早くお示ししていただきたいということになります。 

 ２番の次の質問に入りたいと思います。 

 河川敷公園について。 

 国保おいらせ病院脇の河川敷公園に設置されているベンチの

多くが老朽化し、現在は安全上の理由から座ることができない

状態である。その結果、高齢者や子供連れなど、休憩しながら

公園を利用したい住民にとって実質的に利用できない公園とな

っております。 

 （１）番、町として当該公園の点検結果と使用不能と判断し

ているベンチの数をどのように把握しているのかお伺いしたい

と思います。 

 

 吉村副議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田光寿君） 

 お答えをいたします。 

 議員ご質問の広場、河川敷の公園のところでございますが、

正式には幸運橋のそばの河川広場になっております。 

 ここにつきましては、県管理の施設というふうになっており

ます。よって、これまで公園施設の数量把握であったり点検等

は行っておりませんでしたが、今回のご質問を受けて担当課で

現地確認したところ、老朽化により使用に耐えないと思われる

ものが、全１２基のうち半数以上あるということを確認したと

ころであります。 

 以上です。 

 

 吉村副議長  小笠原議員。 

 

質疑 ４番 

（小笠原伸也君） 

 ありがとうございます。 

 半分は使えない状態じゃないかなということですけれども、

あれですね、ずっと手つかずというか、私、前にも質問したこ

とがあるんですけれども、遊具もあるんですよ。遊具と呼べる

のか、健康器具と呼べるのか、ベンチ以外も設置されている。 

 町長おっしゃるとおり、県で河川の管理をして設置をした広

場ですか、公園ではない広場なんでしょうか。 

 広場ということであるんですが、これは管理自体は町になっ
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ているかと思うんですよ。河川のですね、県が広場を造って、

その後は町が管理するということじゃないかなと思っていまし

たけれども、そうなると、県で造ったのを町はそのままにして

いるんだと、簡単に言うとそういうことかなと思うんですが、

町としては県が造ってくれたやつを何か活用しない、そういう

状態でいいのかどうかという問題にもなるんじゃないかなと思

うんですけれども、せっかく、副町長ね、県職員でいらしたの

で、県で造った広場だよと、町で活用していないという、その

実態があるんですが、どのように思いますか。（「２番に行っ

ちゃってるのかな、これ」の声あり） 

 ２番……。（「再質問になる」の声あり） 

 再質問、再質問みたいな……。（「１番の再質問で」の声あ

り） 

 はい、１番の再質問でよろしいでしょうか。 

 

 吉村副議長  答弁を求めます。副町長。 

 

答弁 副町長 

（齋藤直樹君） 

 お答えいたします。 

 まず、こういった県所有の河川敷だったり、いろんなところ

で県が公園として整備したものについては、事前に着工すると

きに使用貸借の契約を結んで、町と県とが、設置は県、利用は

町みたいな、そういった協定を結びながらやっているケース、

もしくは県が直営でやっているケース、様々実態としてありま

す。 

 今回のやつについて、ちょっと私もまだ伺い知れていないと

ころもあるんですが、河川敷の広場が、今、議員おっしゃると

おりのそういった使用貸借の契約が既にあるものなのかどうか

について、ちょっと調べながらやるべきだなとは思っています。 

 また、それであっても所有者及び管理者は依然として県であ

るということから、今回は、今の議員のお話を受けて、町とし

てもし利用等の頻度が高かったり、もしくは管理に注意点等々

あるのであれば、所管の県土整備事務所等々に相談をしていく、

そういったことは多分できるのかなと思っています。 

 以上です。 
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 吉村副議長  地域整備課長。 

 

答弁 地域整備課長 

（久保田優治君） 

 小笠原議員にお答えします。 

 ただいまの副町長の答弁に補足いたしますが、こちらの河川

広場の部分については、完成したときに県と約束事がありまし

て、町がいわゆる管理という部分にはなろうかと思うんですが、

年に２回の草刈りと遊具の点検までは町が行うと。ただし、今

回確認しましたベンチとかインターロッキングとか、そういう

施設の部分については県管理のままということで、県とは確認

しております。 

 以上です。 

 

 吉村副議長  小笠原議員。 

 

質疑 ４番 

（小笠原伸也君） 

 ありがとうございます。 

 県、町ということで、管理がどこなのかということまで含め

て、せっかくあるので、使えたものが使えなくなっているとい

うことは、これは誰が見ても明らかであります。 

 （２）番に入りますけれども、壊れたベンチの撤去・修繕を

含めた具体的な修繕計画とその実施時期について伺います。 

 

 吉村副議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田光寿君） 

 お答えいたします。 

 先ほど来答弁しておりますが、この対象施設、県の所有管理

となってございます。 

 今回のご質問を受けまして県に確認いたしましたが、現時点

では具体的にいつどのようにするかなど決まっていないという

ことでしたが、改めて今後の対応等、県と協議してまいりたい

と考えております。 

 以上です。 

 

 吉村副議長  小笠原議員、ちょっと手を挙げるだけじゃなくて、議長なら

議長っていう発声をしてから手を挙げてください。そうしない

と、こっちも分からないときがあるので。 
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 小笠原議員。 

 

質疑 ４番 

（小笠原伸也君） 

 ４番です。 

 町長、ありがとうございます。 

 それで、町の町民の声、ホームページがあるんですけれども、

町では常に町民からの声を受け付けて、ホームページで取り入

れていると。 

 去年の２０２５年４月２３日ですけれども、公園の遊具につ

いて、使えなくて、何か遊びたくても使えないという「公園の

遊具の整備について」というタイトルの投稿がありました。 

 これはいちょう公園だったかなと思いますけれども、やっぱ

りあるものを整備していくというのは、これ大事じゃないかな

と、そう思っているわけですけれども、町民やっぱりそういう

ふうに考えているんじゃないでしょうか。もし整備されていれ

ば、もう少し活用するのではないかなと。 

 あそこはもちろん奥入瀬川になっているわけですよね。町長

が挨拶で、ここはおいらせ町の名前の由来になっている場所な

んだというお話をされたことがあるんですよ。 

 ４月１９日にあそこの河川敷のその広場を町民が集まってク

リーン運動、４月１９日やっているわけですね。ごみ拾いとか

やっているわけですよ。 

 これは町長がお見えになって、わざわざですね、私は初めて

町長がいらしたんじゃないかな、今まで私見たことないですか

ら。町長が町民のところに、しっかり朝６時ですよ、朝６時に

お見えになって、クリーン運動に一緒に汗をかいてくれたとい

うすばらしい町長であると思います。 

 あと、役場のほかの課長さん方もたくさん参加されていまし

た。 

 そのときの挨拶で、ここはおいらせ町の、ねえ町長、おいら

せ町の名前の由来になっている場所だからこれ大事にしたいと

いう云々の挨拶がございました。 

 ということで、あそこ何のために町民がごみ拾いしたり、朝

６時からやっているのか。先ほど草刈り年に２回やっていると

いう答弁、課長からもありましたけれども、果たしてそれでお

いらせ町は本当に町民の気持ちに寄り添った動きをしてくれて
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いるのかなと思うわけですが、町長いかがですか。 

 要するに、おいらせ町の名前の発祥の由来になっている場所

なんだから、もう少し整備する必要ないんでしょうかって、町

長も挨拶でしゃべってるくらいなんだからいかがですかってい

うことなんですよ。 

 

 吉村副議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田光寿君） 

 お答えいたします。 

 るる叱咤激励のお言葉、お褒めの言葉含めて今お話しいただ

きました。大変ありがとうございます。 

 私は就任間もないこともありまして、なるべく町民の皆様に

自分の顔と名前を知っていただきたい、それから、町民の皆様

がどういった活動しているかということもきちんと寄り添って

いきたいという思いで、４月の１９日、全町一斉のクリーン運

動というんですか、クリーン作戦ありましたので、ちょうどそ

のときにおいらせ病院のそばの河川敷のごみ拾い等もありまし

たので、ご挨拶含めて私も一緒に活動させていただいた経緯が

あります。 

 確かにその際に、ちょうど奥入瀬川の河川敷のごみ拾いであ

りましたし、私の挨拶の中でおいらせ町の名前の由来の奥入瀬

川ということも当然お話をいたしました。 

 町の中でもシンボルとなる川でありますので、その河川敷、

それからその周辺もちゃんときれいにしていきたいと思いは当

然ございます。 

 今、小笠原議員ご質問の河川敷広場の遊具・ベンチ等の老朽

化を案じてのお話だと思っております。 

 確かに市川・八戸方面のほうから当町に入ってくる玄関口で

もありますので、その辺りの環境整備なり、それなりの印象を

よくすることも当然必要なことだと思ってございますので、小

笠原議員の意を酌んでお話も十分理解いたしましたので、答弁

申し上げていますとおり、老朽化したベンチ等の対応につきま

しては、管理者である県とちゃんと協議をしてまいりたいと思

っていますので、よろしくお願いいたします。 

 



【青森県上北郡おいらせ町議会】 

－１４－ 

 吉村副議長  小笠原議員。 

 

質疑 ４番 

（小笠原伸也君） 

 ４番です。 

 ありがとうございます。 

 今、町長のお話いただいて、これはもう今年中にはなんか直

りそう、修繕していただけそうな、そういう雰囲気を感じまし

た。ありがとうございます。気に留めてくださっているという

ことで、せっかく町民が集まって、朝６時に集まってごみ拾い

とかやっている場所ですから、そういう町民第一のやっぱりお

考えで、町として今後も動いていただきたいと、そういうふう

に思います。 

 次の質問に入りたいと思います。 

 ３番、投票率について。 

 （１）番、３月に実施されたおいらせ町長選は、投票率が５

４．１６％で、前回２０２２年町長選よりも１０％下回った。

投票率の推移をどう分析しているのか伺いたいと思います。 

 

 吉村副議長  選挙管理委員長。 

 

答弁 選挙管理委員会

委員長 

（田中直喜君） 

 ６席４番、小笠原伸也議員の質問にお答えします。 

 町長選挙の投票率につきましては、議員ご指摘のように、令

和４年２月２７日に執行した前回が６４．８５％に対し、令和

８年３月１日に執行した今回が５４．１６％であり、比較する

と１０．６９ポイントの減となりましたが、投票率の低下は当

町のみならず全国的な傾向です。 

 なお、全体の投票率は減少した一方で、期日前投票した人は

５，２３９人に達し、これまでの選挙の中で最多の結果となり

ました。 

 投票者のうち４７％と、実に約半数が期日前投票制度を活用

していることから、期日前投票所を利便性が高いイオンモール

下田と北公民館の２か所に増やしたことにより、期日前投票制

度自体が広く浸透してきたものと捉えております。 

 以上で答弁を終わります。 

 

 吉村副議長  小笠原議員。 
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質疑 ４番 

（小笠原伸也君） 

 ありがとうございます。 

 期日前の投票が大体半分を占めていると。役場の対応、行政

の対応も年々成果を上げているんだというお話だと思います。 

 それで、全国的に投票率が下がっているというお話ではある

んですが、これ町長選挙なんですよね。町のリーダーを決める

町長選挙、これ５４％ということは半分、２人に１人しか投票

していない。有権者は約２万人ぐらいだと思いますけれども、

ですから１万人ぐらい、１万人ちょっとしか投票していないと

いうことになって、これは誰でも心配される。町民の民意が反

映されているかどうか、偏っていないかとか、様々な問題が出

てくるかと思うんですね。 

 それを今後どういうふうに改善、さらにですね、これまで行

政で取り組んできたものをさらに飛躍して発展していくのか、

そこにかかるんじゃないですかね。 

 このままだと、また次の４年後、もしくは来年統一地方選挙

もあるわけですけれども、低い投票率になってしまって、これ

は全国的にそうだよと、そういうことではまずいんじゃないか

なと、そう思うわけで、どういうふうに行政としてさらには改

善していくのか、そこを今日お聞きしたいと思うんですね。 

 （２）番、次にちょっと関連してくるので、（２）番の質問、

第１から第２０投票区において、特に投票率が低い地区がある

のか。どのように分析しているのかを伺いたいのと、また、投

票率が低い年代を把握しているのか伺いたいと思います。 

 

 吉村副議長  選挙管理委員長。 

 

答弁 選挙管理委員会

委員長 

（田中直喜君） 

 お答えします。 

 今回の町長選挙では、最も低い投票率は、鶉久保地区農業構

造改善センターを投票所とする第１０投票区の４５．６４％で

したが、他の投票区と比較して大幅に低いわけではありません。 

 また、当町における投票区ごとの投票率は、国や県の選挙な

ど選挙の種類によって傾向も異なります。 

 また、年代別の投票率について、当委員会として集計してい

ないため把握しておりません。 



【青森県上北郡おいらせ町議会】 

－１６－ 

 以上で答弁を終わります。 

 

 吉村副議長  小笠原議員。 

 

質疑 ４番 

（小笠原伸也君） 

 ４番です。 

 ありがとうございます。 

 鶉久保、第１０投票区が低いんだということで、役場で選挙

速報と称してインターネットに載せて公表されているわけで、

鶉久保、第１０投票区は４５．６４％ということであります。 

 私がちょっと調べたところによると、一番高いのは豊栄、向

平の第５投票区、これが７１．９７％なんですね。 

 したがって、７１％と下が４５％ということで、これは開き

が２６．３３％、そんなにあるわけですよ、これ。たったそれ

だけと見るのか、私はかなり差があると思うんですよね。 

 ですから、住んでいる地区によって、町民の方の意識、違う

んじゃないかなというのが投票率に出てくると思うんですよ。 

 したがって、高いところと低いところの２６％、これをどう

するのか。そこをちょっとお聞きしたいんですよ。２６％、ま

ず開きが大きいか低いか、それから、これは４年後もこのまま

なのかどうか、お聞きしたいと思います。 

 

 吉村副議長  事務局長。 

 

答弁 選挙管理委員会

事務局長 

（岡本啓一君） 

 お答えします。 

 ただいまのご質問は、投票区ごとの投票率の差について、現

状でいいのかということのご質問でよろしかったでしょうか。 

 選挙管理委員会としては、もちろん投票率が低くてよいと思

っているわけでは、このままでよいと思っているわけではなく

て、これまでも様々、これからの質問にも関連しますけれども、

選挙啓発の取組をしてこの選挙について有権者の皆さんに認知

していただくような取組を行ってきたほか、あと町独自の選挙

に対する選挙公報を発行するという取組も行ってまいりました。

これは全県的に行っているわけではなくて、当時先進的な取組

であったと認識しております。 

 また、そのほか、これから質問が予定されている選挙啓発活
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動についても地道な取組を続けて、有権者の方へできるだけ投

票がある、選挙があるということを広く浸透させる取組を、そ

れこそ地道に取り組んでいくしかないなと考えております。 

 以上です。 

 

 吉村副議長  小笠原議員。 

 

質疑 ４番 

（小笠原伸也君） 

 ４番です。 

 投票率が低い地域というのが明らかになっているわけですか

ら、ピンポイントで行政としては対応する、そういった取組を

考える必要があるかどうかお聞きしたいと思います。 

 

 吉村副議長  事務局長。 

 

答弁 選挙管理委員会

事務局長 

（岡本啓一君） 

 お答えします。 

 先ほど委員長が答弁した事項とも重なるかもしれませんが、

投票区ごとの投票率については、低いところ、高いところとい

うのはいつも決まっているわけではなくて、例えばこの町長選

挙についてはたまたま今回は第５投票区という豊栄・向平のと

ころが一番高かったんですけれども、過去のを見ると、違う投

票所が高いなど、それから低いところについても、今回はたま

たま鶉久保のほうでありましたが、違う選挙を見ますと違う投

票区のほうが低いといったような感じで、一概にここの投票区

が高くて、ここの投票区が低いので、ついてはここにてこ入れ

をしようという状況にはないということをご理解いただきたい

と思います。 

 以上です。 

 

 吉村副議長  小笠原議員。 

 

質疑 ４番 

（小笠原伸也君） 

 ありがとうございます。 

 その選挙によって変わるんだということで、行政としてはピ

ンポイントで対応が難しいのかなという今、お話だったと思い

ます。ありがとうございます。 

 役場ですね、これ立派な取組をさらにしてまして、出前講座
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メニュー、出前講座を役場でたくさんやっているんですよ。町

政に関して出前講座を行っているのは、説明、講座開くんだと。

そこに選挙制度という講座がありまして、この選挙制度という

講座は何回ぐらい年に利用されているんですか。 

 

 吉村副議長  小笠原議員、これ通告してますか。この部分に関して、関連

質問でよろしいですね。答弁できますか。 

 

質疑 ４番 

（小笠原伸也君） 

 答弁をお願いします。 

 

 吉村副議長  事務局長。 

 

答弁 選挙管理委員会

事務局長 

（岡本啓一君） 

 お答えします。 

 今、議員が言及したものについては、恐らく町の広報で選挙

だけじゃなくていろいろなこの講座についての一つとして選挙

の出前講座があるというご質問であったと考えます。 

 そちらの実績については、実は近年実績がなくて、実績があ

るとすれば、それこそこれからの質問とも重複しますけれども、

学校向けの児童・生徒向けの選挙出前講座というものについて

は、幾つか実績がございます。 

 以上です。 

 

 吉村副議長  小笠原議員。 

 

質疑 ４番 

（小笠原伸也君） 

 ありがとうございます。 

 一般町民に対しては、選挙制度の出前講座は開かれていない

ということでよろしいでしょうか。 

 学校には、何か行かれたりしている講座があるということの

ようですけれども、関連質問ということで、町のホームページ

に町民の声、これがあって、２０２６年２月２８日に本庁に、

これはあれです、おいらせ町におけるということだと思います。

おいらせ町における若年層の地方政治参加の拡充に関する提案

ということで、これですね、何と中学生が約３０行ぐらいにわ

たって地方政治、これは参加することが大事なんだということ

で、総務課の回答も載っております。「非常に重要であると考
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えています」と総務課も回答してますけれども、こうやって立

派な中学生もいるんだなということを改めて感じたところです。 

 これ多分学校教育において、先ほど課長おっしゃった、出前

講座並びに日頃の学校教育に関連しているのかなということで

思うんですが、こういう立派な中学生もいると。選挙制度に関

連した町に投稿している。 

 小学校、中学校の学校教育では、選挙制度これ常日頃どのよ

うに教育しているのか教えていただきたいと思いますけれども、

いかがでしょうか。 

 

 吉村副議長  教育長。 

 

答弁 教育長 

（松林義一君） 

 お答えをいたします。 

 学校教育の中で選挙をどのように扱っているかという質問か

と思いますが、基本的には社会科の授業で民主主義制度等を勉

強します。その中で、選挙の在り方、選挙の考え方等について

は勉強をしているところであります。 

 どちらかというと、中学校３年生に公民という教科がありま

すが、その中で勉強するところであります。もちろん小学校で

もありますけれども……。 

 ということで、基本的なことは学校教育の中で学習している

ということで理解していただければなと思います。 

 以上です。 

 

 吉村副議長  小笠原議員。 

 

質疑 ４番 

（小笠原伸也君） 

 ありがとうございました。 

 立派な中学生もおって、学校でも公民という授業でやってん

だという今お話しいただきました。 

 あと、広報、今出たばっかりの広報６月号、出たばっかりの

２２ページに選挙啓発の功績に総務大臣から感謝状、４月１５

日ということで、当町には、おいらせ町には立派な方がいて、

大臣から表彰を受けているような明るい選挙推進協議会、会長

の海老原さん、写真つきで町長と一緒に、町長と田中選挙管理

委員長さんと３人一緒に載った写真が載っているわけですけれ
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ども、これ選挙に関連して大臣から表彰と、大変立派な方がい

らっしゃって、こういう立派な方がいらっしゃる町であるので、

これは選挙をこれは５０％台の投票率で果たしていいのかどう

かという、何かちょっとつり合いがとれないなという感じも受

けないではないんですが、とにかくこの立派な方が当町から大

臣から表彰されているという実績があるので、これは町として

この勢いに乗ってどんどんどんどん選挙の何か手を尽くすべき

じゃないかなと。 

 さっき中学生も頑張っている、学校教育も公民中心に頑張っ

てんだと、役場でも先進的な取組で広報紙も発行しているとい

うお話もありました。 

 ５０％の投票率低いとか新聞に載ったりなんかすると、４年

前に比べて１０％ダウンしたということになると、見出しがそ

れだけでダウンしちゃって、おいらせ町なにやってんだという

感じにも見られないわけじゃないかと思うので、ここのところ、

トータル的にこういうふうにしたいとかって、町長いかがでし

ょうか。 

 

 吉村副議長  事務局長。 

 

答弁 選挙管理委員会

事務局長 

（岡本啓一君） 

 お答えします。 

 選挙の投票率の取組については、当選挙管理委員会の責任に

よって行いますので、町長のご指名でございましたが、選挙管

理委員会事務局長の私から答弁いたします。 

 投票率につきましては、５０％を切ったらいかがなものかと

いう問題意識は非常に理解はします。するところですが、当選

挙管理委員会としましては、それこそ選挙の啓発について、そ

れこそ地道に取組をすると同時に、投票率、投票行為について

はもう本当に選挙がある、投票があるということを皆さんに認

知していただくのが大事かと思いますので、それこそ、これこ

そ広報だとか周知活動についてさらなる強化を図っていくとか、

そういった地道な取組の延長線ということで取組を今後行って

いきたいと考えております。 

 以上です。 
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 吉村副議長  小笠原議員、質問はいいんだけれども、もっと要約して、ち

ょっと広いのでもう少し要約をして質問してください。そうし

ないと、答弁するほうも範囲が広すぎるので、その辺を要約し

てお願いします。 

 小笠原議員。 

 

質疑 ４番 

（小笠原伸也君） 

 ４番です。 

 ありがとうございました。 

 様々ですね、これ町民にかかっているわけですから、なかな

かこういうふうにするというのも難しい答えかもしれませんけ

れども、取りあえず投票率が低かったというのは事実なので、

これ何とかしなきゃいけない、全町民挙げて取り組んでいくべ

きものでもあるんだなと思います。 

 次の最後の質問になるんですが、（５）番、（「４番は」「３

番」の声あり）３番からですね。すみません、失礼しました。 

 若年層の投票率向上のために、学校、先ほどこれもうあれで

すね、学校関係機関と連携した取組や、さっき回答いただいた

ので、ここはよろしいかと思います。（「飛びますね、４番に

行ってください」の声あり） 

 ここは省いて、（４）番、投票しやすい環境整備、これは環

境整備重要じゃないかなと思います。バリアフリー化や送迎支

援など、高齢者・障害のある人への支援策をどう考えているの

か伺います。 

 

 吉村副議長  選挙管理委員長。 

 

答弁 選挙管理委員会

委員長 

（田中直喜君） 

 お答えします。 

 各投票所については、公共施設でもありますので、「高齢者、

障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律」、いわゆるバ

リアフリー化法により高齢者や障害者が公共施設等を利用しや

すい環境の整備をしていくというルールがあり、ほとんどの投

票所では段差等の障害はございません。 

 段差等がある投票所については、投票日当日は持ち運びでき

るスロープを設置しているほか、全ての投票所に車椅子、筆談

用電子パット、コミュニケーションボード等を配置して、高齢
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者や障害者に配慮した取組を行っております。 

 また、当町では、おいらバスも導入され、他自治体と比較し

て交通環境が悪い状況ではないため、新たな送迎支援の導入は

考えておりません。 

 以上で答弁を終わります。 

 

 吉村副議長  小笠原議員。 

 

質疑 ４番 

（小笠原伸也君） 

 ありがとうございました。 

 新たな送迎支援は考えていない、現在もかなり行政では手助

けされているという回答だったかなと思います。ありがとうご

ざいます。 

 （５）番、最後の質問になります。 

 おいらせ町でも平川市の共通投票所、どの投票所でも投票で

きる仕組みを検討すべきではないか、伺いたいと思います。 

 

 吉村副議長  選挙管理委員長。 

 

答弁 選挙管理委員会

委員長 

（田中直喜君） 

 お答えします。 

 共通投票所は、投票日において選挙人が指定された投票所以

外でも投票できるようにするため、通常の投票所と別に設ける

投票所です。県内では議員ご指摘のように、平川市や弘前市で

導入しております。 

 共通投票所は、区域が広いため投票所までの距離が遠い場合

に効果的とされておりますが、当町は導入されている他自治体

に比べ町域が小さく、かつ投票所の数も十分に確保していると

認識しております。 

 当委員会としては、投票日のみ開設する共通投票所より期日

前投票所のほうが開設期間が長く、より効果的であると取り組

んできました。このため、当町においては共通投票所を導入す

ることは現在考えておりません。 

 以上で答弁を終わります。 

 

 吉村副議長  小笠原議員。 
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質疑 ４番 

（小笠原伸也君） 

 ありがとうございます。 

 現在、町としては考えていない。 

 イオンモール下田、あそこたくさん人が来て、期日前投票も

投票率がかなり上がっているかと思うんですけれども、あそこ

は投票日の日はもう開かれてないわけですよね。 

 期日前投票でそのまま投票日、日曜日の投票日までずっと開

けておくわけにはいかないんでしょうか、お伺いします。 

 

 吉村副議長  事務局長。 

 

答弁 選挙管理委員会

事務局長 

（岡本啓一君） 

 お答えします。 

 議員がおっしゃいました、投票日にイオンで開設する投票所、

これこそまさに共通投票所になろうかと思います。 

 そのほか２０の投票所が開設して、なおプラスしてイオンで、

どこの投票区の人も投票できるという仕組み、これがまさに共

通投票所であります。 

 この期日前投票につきましては、有権者名簿がそのシステム

の中に全部入っておりまして、期日前投票した人は分かるかと

思いますけれども、すぐさま書類が出てきて投票できるという

ような仕組みをつくっておりますが、投票日におきましては、

選挙人名簿が全部紙の簿冊になっておりまして、それを各投票

所で管理しております。 

 このイオンで共通投票所を開設して、なお、各２０ある投票

区の投票所も併せて開設するとなると、二重投票を防止するた

めにイオンで設置してあるシステムを各投票所全て同じところ

にシステムを整備する必要があります。 

 なので、仕組み上は無理ではないんですけれども、コストの

問題だとか、人の問題だとかというような問題があることから、

当日は２０の投票区、期日前投票についてはイオンと北公民館

の２か所という体制が現状のおいらせ町にとって最適であるな

と考えております。 

 以上です。 

 

 吉村副議長  小笠原議員。 
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質疑 ４番 

（小笠原伸也君） 

 分かりました。現状で、トータルすると現状で４年後も今の

ままでいくんだということになろうかと思います。私も投票率、

注視していきたいなと、そう考えております。 

 本日は真摯なるご答弁、町長はじめたくさんの方に答弁して

いただきました。誠にありがとうございました。 

 

 吉村副議長  これで４番、小笠原伸也議員の一般質問を終わります。 

 ここで暫時休憩をいたします。 

 １１時１５分まで休憩をいたします。 

 

   

  （休憩 午前１０時５７分） 

 吉村副議長  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 

  （再開 午前１１時１４分） 

 吉村副議長  引き続き一般質問を行います。 

 ７席８番、澤上 訓議員の一般質問を許します。 

 ８番。 

 

質疑 ８番 

（澤上 訓君） 

 ８番の澤上 訓です。議長のお許しを得て、通告に従い一問

一答方式により一般質問をさせていただきます。 

 新町長、成田町長おめでとうございます。 

 思い起こせば、成田町長とは、おいらせ市誕生を夢見て、合

併協議会事務局として、共に汗を流し、共に大きな波を乗り越

えた同士でもあります。当時、思わぬ六戸町の離脱によりおい

らせ市構想はもろくも崩れましたが、そこからおいらせ町誕生

に向けて、ぶれることなく、新たに切り替え、さらに汗を流し

た記憶が沸々と今よみがえってまいります。そのときは、まさ

かこうして成田町長と一議員として議論を交わす間柄になろう

とは夢にも思いませんでした。これ、神様のいたずらかなとい

うような気もしております。 

 しかし、成田町長の性格などを知る私にとっては、今回の一

般質問で恐らく前向きな回答を得るのではないかと期待しつつ

質問したいと思います。 

 それでは、１のふるさと納税の現状について質問いたします。 
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 （１）令和７年度おいらせ町ふるさと納税の金額と担当職員

の数並びに返礼品の内容についてお聞きします。 

 

 吉村副議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田光寿君） 

 まず冒頭、るる懐かしいお話をいただきまして、大変ありが

たく、うれしく思ってございます。合併協議会、当時ご一緒さ

せていただきまして、おいらせ町誕生、生みの苦しみを共に味

わった同士ということで、今はまちづくりを共に行う町長と議

員、要はまちづくりの両輪という形になります。共に新しいま

ちをつくっていければなと思っております。よろしくどうぞお

願いいたします。 

 それではお答えいたしますが、７席８番、澤上 訓議員のご

質問にお答えをいたします。 

 ご質問が数字に関するものでありますので、順にご説明、ご

答弁申し上げます。 

 まず、令和７年度、昨年度のふるさと納税の寄附金額であり

ますが、３，９６０万５，０２０円であります。 

 次に、担当職員の数でありますが、兼務職員という形で１名

配置をしております。 

 続いて、返礼品の内容であります。全部で約１５０種類ござ

います。１５０種類。寄附額の多い返礼品を幾つかお話しいた

しますが、はちみつ、薪、生ハム、黒にんにくとなっておりま

す。 

 以上であります。 

 

 吉村副議長  澤上議員。 

 

質疑 ８番 

（澤上 訓君） 

 ただいま３，９６０万円という数字をお聞きいたしました。

そして、担当職員１名ということです。 

 ふるさと納税の金額については、もう少し努力はできるんじ

ゃないのかなと、そういうふうに私は感じております。 

 昨年、新潟県の聖籠町へ視察に、公金で旅費を出していただ

いてせっかく勉強させてもらいましたので、私もやっぱり勉強

してきたことを少しぐらいちょっと質問してみなきゃいけない
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なということも考えて、本日ふるさと納税について質問したわ

けでございます。 

 そこの新潟県の聖籠町へ視察に行ったときは、担当職員の数

も２人体制だったんです。町のやっぱりふるさと納税に対する

意気込みとか、この勢いというものは……。 

 そこは４億円取っているところで、勢いというものが強く感

じられました。その点を考えると、おいらせ町はまだまだ余力

が残っているようにも感じられますが、いかがでしょうか。 

 再質問です。 

 

 吉村副議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田光寿君） 

 お答えいたします。 

 澤上議員のほうで、昨年度ですか、議員視察、常任委員会の

視察研修だと思いますが、先進地をご覧になってきて、４億円

ということで、当町の１０倍以上の実績があるふうにお伺いを

しております。 

 当町はまだ約４，０００万円のところでございますので、逆

に捉えますと、まだまだこれから伸び代があるのかなと思って

ございますので、これからなるべく１０倍まではいかずとも金

額を徐々に増やしていけるようには頑張っていきたいと思って

ございます。（「もうちょっと」の声あり） 

 確かに目標数値を置くことは大事でありますが、いきなり背

伸びをしても、何ていうんですか、消化不良を起こしてもなん

ですので、まずは今、身の丈に合ったもの、まずは５，０００

万円を最低限クリアするような形にして、その次は１億円、そ

ういうステップを踏みながら行きたいと思ってございます。 

 以上です。 

 

 吉村副議長  澤上議員。 

 

質疑 ８番 

（澤上 訓君） 

 町長は、少し低いところから段階を上げていきたいという、

そういう考えでいるみたいですけれども、いやちょっとアイデ

ア工夫しながらやれば、一気にどんと行くかもしんないですよ。 

 いや実はね、私この視察に行って、俺は恥かいたというか、
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自分の考え方が。 

 これ、ふるさと納税というのは、そこで製造できる工場があ

ればそれを利用してというようなものを返礼品に充てることが

できることになっていますよね。 

 私はそれを地場産品でなきゃいけないという、固い頭だった

んです。地場産品となると、何か狭まってしまいますよね。 

 そこの聖籠町はサーモン、サーモンのあれ何だっけ、フレー

クみたいなものとお酒と一緒にいいつまみにセットで、それか

らあとコシヒカリのご飯、スーパーでよく売っているもう炊い

てしまったご飯ありますよね、パックで。ああいうふうなもの

を組み合せて、すごく何となく欲しいなというふうな、たまた

ま昨年は米騒動もありましたので、それがうまく合致した部分

もあったのかなという気がしているんですけれども、そのサー

モンはカナダ産だとかという話を聞いたんですよ。俺また新潟

だから新潟サケってあるよな、でも新潟はこっちの青森県と違

ってサケが捕れるのかなと思っていたんですよ。 

 ところが、そういうことじゃなくて、会社が輸入をして、そ

こでそれを加工しているという、考え方次第だなというふうに

ほんのちょっとの部分ですけれども、それを感じ取ってまいり

ました。 

 ですから、本当考え方によってすぐ私は金額も上がってくる

可能性が高いというのも、何となく期待できるなと思っている

んですよ。 

 おいらせ町にはそういう製造元がどのぐらいあるのかという

ことを考えれば、ちょっと若干足りないのかなということもあ

るんですけれども……。 

 それではまず、（２）の質問に入らせていただきます。 

 令和７年度の数値に対して、町としてどのような評価をして

いるのか。また、どのような課題があると考えているのかお聞

きしたいです。 

 

 吉村副議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田光寿君） 

 お答えいたします。 

 令和７年度の寄附件数及び寄附額でありますが、先ほど答弁
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いたしましたとおり、件数は２，２０４件、金額は３，９６０

万５，０２０円であります。 

 これに対しまして、その前の年、令和６年度との比較をいた

しましたら、４２６件、金額については６２４万８，０２０円

増加しております。 

 令和６年度に比べて増えた成果となっておりますが、ただま

だ全国的には下位に位置しております。ここ数年を見ますと、

年々少しずつは増加してきておりまして、今後の伸び代を大い

に期待している分野であります。 

 ただし、課題といたしましては、全国的に人気の高い返礼品

がありまして、肉、海産物、果物などが人気の高いというもの

になっていますが、当町においてはそれが少ないとの課題があ

ります。よって、課題解決に向けて商品開発等、魅力ある商品

開発等を取り組む必要があると考えております。 

 以上です。 

 

 吉村副議長  澤上議員。 

 

質疑 ８番 

（澤上 訓君） 

 課題もしっかりと見えてきた、きているということで、今後

の取り組み方にやはり変化をもたらすようなことをぜひやって

もらいたいなという思いであります。 

 このふるさと納税については、青森県全体が本当に低い感じ

に、今最近、八戸市がちょっと手加えて一気に増やしたんだよ

ね、たしか。だから、やる気があればできるんですよ。せっか

く副町長ね、県でご経験なされてきているものですから、やっ

ぱりその辺のところをちょっとてこ入れして、私、やってもら

えれば非常に楽しみな、こういう自主財源というのは、簡単に

今、税収が幾ら上がっているといってもそんなに増えるわけじ

ゃないです。このふるさと納税は一番増やそうと努力すればす

るほど、私は喜びを得る、町が非常に将来的にいろんなものに

発展させていく、そういうものだと考えておりますので、この

ふるさと納税については、ぜひ、嫌がるじゃなくて、何ていう

んですかね、敬遠しないで、何とか一歩二歩踏み出してもらい

たい、そういうふうに思っております。 

 次に、（３）ですね。 
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 ふるさと納税の自治体におけるメリットは、①税収の向上に

つながるということ、②自治体のＰＲになるということ、③関

係人口の創出を見込めるということ、以上、大きく３つのメリ

ットを上げることができます。 

 我がおいらせ町は、今後、庁舎の建設という大事業が行われ

る。そのためにも、自主財源を幾らでも増やす方策を考えるべ

きと思うが、町長の考えはどうでしょうか。 

 

 吉村副議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田光寿君） 

 お答えをいたします。 

 ふるさと納税による税収というか、自主財源の確保、これは

私の政策公約の一つにも挙げておりますので、澤上議員と思い

は一緒であります。 

 将来にわたって持続可能な行政運営を行うためにも、ふるさ

と納税等による収入確保、これを積極的に展開していきたいと

考えております。 

 ふるさと納税の寄附額を増やすためには、まず地元事業者と

連携し新たな商品開発を行うなど、魅力のある返礼品の充実に

努めていきたいと考えております。 

 あわせて、返礼品のＰＲのため、ＳＮＳ等の活用やふるさと

納税のポータルサイト、こういったものを行って、ＰＲの拡充

に取り組んでいきたいと考えております。 

 以上です。 

 

 吉村副議長  澤上議員。 

 

質疑 ８番 

（澤上 訓君） 

 今、私、３つのメリットということで挙げたわけなんですけ

れども、一番の税収の向上につながるということと、自治体の

ＰＲになるということの、この２つはまず置いておきまして、

③の関係人口、関係人口の創出を見込めるというところ、これ

が総務省が行ったふるさと納税に関する調査結果によりますと、

各自治体はふるさと納税を通して寄附者との関係づくりのため

の取組を行っているということなんですよ。 

 じゃあ、どういうふうなことなのかなと。 
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 例えば、広報紙やパンフレットの送付だとか、お礼状の送付、

特産品等の送付によって、町の取組を伝えているんだと。 

 私ね、これ一番大事だなと。やはりそこで「ふるさと納税頂

いてどうもありがとうございました」それで終わるんじゃなく

て、やっぱり義理といいますか、何ていうんですかね、つなが

りを持っていくことによって、今後、継続的にこのおいらせ町

に関わる人を増やしていける。地域活性化につながる新たな取

組の実現も目指せるということに、私はやっぱり大事なところ

だなと思っていました。 

 おいらせ町では実際、現実にはどういうふうな、頂いて、そ

の後どういう行動というか、やっているか、ちょっと教えてい

ただきたいと思います。 

 

 吉村副議長  産業課長。 

 

答弁 産業課長 

（柏崎勝徳君） 

 それでは、ご質問にお答えをいたします。 

 先ほど澤上議員からもご発言がありましたとおり、お礼状の

送付、それからチラシ等を入れて、それに伴っての関係人口の

創出というところも期待しながら、同じような取組をやってい

るところでございます。 

 以上です。 

 

 吉村副議長  澤上議員。 

 

質疑 ８番 

（澤上 訓君） 

 やはりそこで切るんじゃなくて、そういういろんな形で町の

姿勢を見せたり、もしかすれば次にまたというような、そうい

う期待感を持って、やっぱりそのつながりをしっかり持ってい

くということが非常に大事なのかな。 

 気に留めて、また今度、おいらせ町何やるんだべなと、こう

いうふうなのを目にしてくれると思うんですよ、町の状態に対

してね。返礼品はこれかって、少し努力しているなとか。 

 やっぱりそういう姿を、ありのままの姿を見せてやって、お

いらせ町って義理もあるところだなと、ここの町は大事しなき

ゃいけないなとか、そういう思いをぜひつないでもらいたい。

それが私は大きなものにつながっていく、金額も変わっていく
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というものを感じております。 

 では次に、（４）ふるさと納税におけるメリットがある一方

で、デメリットも出てくると言われております。様々な地域に

寄附ができるからこそ、住民が活用することで、町の税収が減

収する可能性もある。 

 そこでお聞きいたしますが、令和７年度のおいらせ町の内部

から出ていくふるさと納税と、町に入ってきているふるさと納

税額を比較してどのようになっているのか教えていただきたい

と思います。 

 

 吉村副議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田光寿君） 

 お答えをいたします。 

 ご質問の内容は、他の自治体から当町に対する寄附、それか

ら当町に住んでいる方がよその自治体に寄附した場合のその関

係のご質問であります。 

 まず、令和７年度の寄附金額からお話しいたしますが、これ

までも答弁しておりますとおり、約３，９６０万円であります。 

 その一方、当町の町民が他の自治体にふるさと納税として寄

附した額でありますが、約４，２００万円であります。 

 よって、その差額が約２４０万円となってございます。 

 ただし、町民税の減収分でありますが、その７５％が普通交

付税で補塡措置されるとなっております。 

 以上です。 

 

 吉村副議長  澤上議員。 

 

質疑 ８番 

（澤上 訓君） 

 数字で見れば大したことのない差のようにも感じますけれど

も、これは今後やはりメリットのほうですね、増やしていくた

めには、やっぱりこのデメリットより多く町に増収していかな

ければ、やっぱりはっきり数字で出て、もしかすれば広がって

いくかもしれない。 

 そういう部分を重要視しながら、でも、今はこんな数字だか

らそんなに感じてはいないと思うんですけれども、この結果に

対してはまずどのように考えていました、このマイナスと……。 
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 吉村副議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田光寿君） 

 お答えをいたします。 

 先ほど答弁で申し上げましたとおり、結果的には差引きいた

しますとマイナスになってございます。 

 この辺を見まして、やはり寄附額、当町に対する寄附額はな

るべく多く頂いたほうがよろしいかと思っております。 

 これまでも答弁申し上げていますとおり、私の公約にも掲げ

ておりますので、一般財源確保の点からもふるさと納税の増収

に向けて、誠心誠意、一生懸命取り組んでまいりたいと思って

おります。 

 以上です。（「最後ちょっと聞こえなかったけれども」の声

あり） 

 取り組んでまいります。 

 

 吉村副議長  澤上議員。 

 

質疑 ８番 

（澤上 訓君） 

 何とか町も潤ってもらいたいと思うし、潤うことで道路とか

も大変整備の状況がどうしても各市町村、自治体が税収が落ち

込んでいるものだから、非常に気仙沼とかあっちのほうといえ

ば何十億というあれが入ってきているみたいですよ。 

 だから、それをそういうふうなものに上げるとか、いろんな

事業を展開していっているというようなことで、我がおいらせ

町もそういうふうになってほしいなと。 

 でも、今までの回答をいただいた部分では、町長は控え目で

はあるんですけれども、前向きに前進していきたいということ

を私感じておりました。 

 ですから、質問は少し早めにしようかなと考えていましたの

で、何とかその努力というものをよろしくお願いしたいと思い

ます。 

 それでは、（５）に入ります。 

 ふるさと納税のメリットの部分を大きくすることで、デメリ

ットを小さく抑えることができると考えております。 

 そこで、町としてプロジェクトチームを組織して、本格的に



【青森県上北郡おいらせ町議会】 

－３３－ 

ふるさと納税を増収する計画はないか、今一度お伺いしたいで

す。 

 

 吉村副議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田光寿君） 

 お答えいたします。 

 先ほど来申し上げておりますとおり、ふるさと納税の増収、

これは私の重要な公約の一つでもあります。よって、それを実

現していくために力を入れて取り組んでいきたい、このように

考えております。 

 議員ご質問のプロジェクトチームの組織化も含めて、先ほど

答弁した魅力ある商品の発掘、そして、ＳＮＳ等の発信、広告

の強化などを総合的に効果的なものを対策として検討しながら

取り組んでいきたい、このように考えております。 

 以上です。 

 

 吉村副議長  澤上議員。 

 

質疑 ８番 

（澤上 訓君） 

 いや、大変安心しました。何とか自主財源増収のためにもよ

ろしくお願いしたいと思っております。 

 それでは次に、２の墓地行政の課題について質問いたします。 

 この墓地行政のことなんですけれども、私、３年前に墓地行

政の課題について一般質問した経緯があります。近年の核家族

化や単独世帯の進行、地縁・血縁の希薄化などの社会情勢の変

化に伴い、墓の管理問題や経済理由等により墓を持てない、墓

はあっても自身の死後に不安を覚える町民が増えてきておりま

す。現に、私もたくさんの方々から相談を受けており、まだま

だ悩みを打ち出せないでいる人たちも大勢いると、私は考えて

おります。 

 おいらせ町の現状はどうなっているのか、アンケート調査の

実施をお願いしましたが、その後、何もなく３年が経過いたし

ました。 

 改めて質問いたします。アンケート調査を実施する考えがな

いかをお聞きしたい。 
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 吉村副議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田光寿君） 

 お答えをいたします。 

 アンケート調査につきましては、おいらせ町のまち・ひと・

しごと創生総合戦略、いわゆる地方創生の計画でありますが、

それと町の総合計画の進捗状況、それから、町民の要望・意識

の変化等を把握するために実施いたしました「今後のまちづく

りのための町民アンケート調査」がありまして、これに含めて

令和６年１０月に実は実施しております。お知らせ等をしてお

らず、配慮が足らず申し訳ございませんでした。 

 以上です。 

 

 吉村副議長  澤上議員。 

 

質疑 ８番 

（澤上 訓君） 

 これ非常に大きな問題になると思いますよ、これから。 

 娘、息子たちがいても遠くへ行って、もう向こうから帰って

こない、もう向こうに永住するような家を建てているとか、や

はり残された親が、自分がまだ生きているうちはいいんだけれ

ども、（「澤上議員、マイク」の声あり）すみません、声が高

いからと思って、申し訳ありません。 

 何かもう問いかけられたら、何しゃべってだったか、ごめん

なさい。 

 やっぱりそういう帰ってこれない、そういう子供たち、また、

お寺さんに例えばいろいろ何回忌だとか何だとかっていろいろ

やっていきますよね。そういったものに対して、やっぱりこの

まま私たちも経済状態も大変だと、これじゃもう年金もらって

とかね、そういう中で継続していくというのは不可能に近いと

いうことの声がすごく多いんですよ。 

 ですから、あと数年すればもう本当にもっとおっきい声が出

てくると思いますよ。この辺のところも、まず町として真剣に

そういう悩んでいる方々の声に耳を傾けていただきたいなと思

っております。これについてはいかがでしょうか。 

 

 吉村副議長  町長。 
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答弁 町長 

（成田光寿君） 

 お答えいたします。 

 澤上議員の思い、考え方、ちょっと思うところがございます。 

 昨今の世の中の状況を見ましても、核家族の進行であったり、

跡取りがいないとか、あと息子さんが遠くに行って親だけ残さ

れたとか、そのお墓をあと面倒見る者がいないとか、そういう

声もあることも重々承知しております。 

 世の中の流れとしては、自治体のほうでそういった方たちの

対応するべく、合葬墓を作るような動きになっていることはこ

ちらも把握してございます。 

 次の質問の答弁にも関わりが出てきており、結果的には次の

答弁の中で触れることになりますが、町としましてもそういっ

た声、それから世の中の状況を踏まえながら、整備に向けて取

り組んでいく必要があると考えてございます。 

 以上です。 

 

 吉村副議長  澤上議員。 

 

質疑 ８番 

（澤上 訓君） 

 最後の質問になります。 

 近隣の八戸市や十和田市では、アンケート調査を実施してか

ら合葬墓を整備したようです。 

 おいらせ町においても、調査結果によって町営霊園に合葬墓

を整備する考えがないかお伺いします。 

 

 吉村副議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田光寿君） 

 お答えいたします。 

 町営霊園内の合葬墓の整備につきましては、先ほど答弁申し

上げましたとおり、令和６年度にアンケート調査を行っており

ます。 

 その結果を踏まえまして、昨年度、県内の実施市町村の状況

を調査しております。 

 これらを踏まえまして、今後は課題を整理するとともに、必

要な規模、それから事業費を算出をして、整備に向けて前向き

に検討してまいりたい、このように考えております。 

 以上です。 
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 吉村副議長  澤上議員。 

 

質疑 ８番 

（澤上 訓君） 

 いや、この墓についての質問でこれほど積極的に答えてくれ

たという、私は本当これ何となくあまり期待はしてなかったん

ですよ。ところが、今、町長の思い聞いたら、「いや、やがて

は来るよと、この町にも」というような、人口が多い多いと言

ってるけれども減っているでしょう、現実には。その中で、や

っぱりみんな考えていることも同じなんですよ。口に出しては

言えないこともいっぱいあります。 

 しかし、今の前向きな答弁をしていただいて、私も町民の皆

さんから、また言われなくて済むかなと思っているのが、「３

年前のあれどうなったんだっけ」と言われて、「非常に申し訳

ありません、もう一回確認してみます」ということで行ったと

いうことで今回の質問になりました。 

 以上をもちまして、私の一般質問を終了したいなと思います。

当局の真摯なるご答弁いただき誠にありがとうございました。 

 

 吉村副議長  これで８番、澤上 訓議員の一般質問を終わります。 

 ここでお昼のため１時半まで休憩をいたします。 

 

  （休憩 午前１１時５０分） 

 松林議長  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 

  （再開 午後 １時２９分） 

 松林議長  再び議長が議事を進行します。 

 日程第２、報告第２号、専決処分の報告についてを議題とい

たします。 

 当局の説明を求めます。 

 社会教育・体育課長。 

 

当局の説明 社会教育・体育課

長 

（堤 雅之君） 

 それでは、報告第２号についてご説明いたします。 

 議案書の４ページと５ページになります。 

 ５ページをご覧ください。 

 本件は、令和７年第２回おいらせ町議会定例会議案第４８号
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及び令和８年第１回おいらせ町議会臨時会議案第１号をもって

議会の議決を経た下田公園野球場クレイ舗装等改修工事請負契

約について、本年５月２１日付で専決処分により変更契約を締

結したので報告するものであります。 

 その主な内容は、当工事の実施に伴う現地精査の結果、メイ

ンスタンド防水施工及びスコアボード塗装に係る面積の数量減

などにより、契約金額を３０９万１，０００円減額したもので

あります。 

 なお、変更契約額が変更前契約額の１．７％となり、１００

分の３以内にとどまるため、地方自治法第１８０条第１項及び

おいらせ町長の専決処分できる軽易な事項の指定について第３

号アの規定により、軽易な事項として町長の専決処分としたも

のであります。 

 以上で説明を終わります。 

 

 松林議長  説明が終わりました。 

 この際、質疑を受けます。質疑ございませんか。 

 

 （議員席） ＊＊「なし」の声＊＊ 

 松林議長  なしと認め、本件に対する質疑を終わります。 

 以上で報告第２号を終わります。 

 

 松林議長  日程第３、報告第３号、令和７年度おいらせ町一般会計繰越

明許費繰越計算書についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 財政管財課長。 

 

当局の説明 財政管財課長 

（田中淳也君） 

 それでは、報告第３号についてご説明申し上げます。 

 議案書は６ページから７ページになります。 

 本件は、令和７年度に繰越明許費を設定しておりました１４

件の事業について、繰越額が確定しましたので、地方自治法施

行令第１４６条第２項の規定により報告するものです。 

 その内容は７ページに記載しています、２款１項本庁舎屋内

消火栓水中ポンプ改修事業など１４件の事業について、設定し

た繰越明許費の総額１５億２，９７６万８，０００円に対し、
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繰越額の総額は１５億１，９３７万１１４円となり、その財源

内訳は、国・県支出金が８億１，１８０万６，５７４円、地方

債が４億７９０万円、既に収入している特定財源を含む一般財

源が２億９，９６６万３，５４０円となりました。 

 以上で説明を終わります。 

 

 松林議長  説明が終わりました。 

 この際、質疑を受けます。質疑ございませんか。 

 

 （議員席） ＊＊「なし」の声＊＊ 

 松林議長  なしと認め、本件に対する質疑を終わります。 

 以上で報告第３号を終わります。 

 

 松林議長  日程第４、報告第４号、令和７年度おいらせ町下水道事業会

計予算繰越計算書についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 地域整備課長。 

 

当局の説明 地域整備課長 

（久保田優治君） 

 それでは、報告第４号についてご説明いたします。 

 議案書は８ページと９ページになります。 

 本件は、地方公営企業法第２６条第３項の規定に基づき、令

和７年度の建設改良費予算のうち、年度内に支払義務が発生せ

ず、令和８年度に繰り越したものについて議会に報告するもの

です。 

 内容をご説明しますので、９ページの繰越計算書をご覧くだ

さい。 

 １つ目は下水道管渠等点検調査事業で、予算３，２４８万４，

０００円のうち２，０９３万６，０００円を繰り越し、財源は

国庫補助金９０６万８，０００円ほか、損益勘定留保資金１，

１８６万８，０００円となります。 

 ２つ目はマンホール鉄ぶた更新事業で、予算８４４万２，０

００円のうち４，５７０万円を繰り越し、財源は国庫補助金２，

１５１万円のほか、企業債２，４１０万円、損益勘定留保資金

９万円です。 

 ３つ目はマンホールポンプ等更新事業で、予算１，１００万
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円全額を繰り越し、財源は国庫補助金５５０万円のほか、企業

債５５０万円となります。 

 なお、表の右側の説明のとおり、３事業いずれも国庫補助金

を活用し、老朽化が進む下水道施設を計画的に更新していくも

ので、令和７年度補正予算の追加要望により事業採択されまし

たが、交付決定が令和８年１月３０日となり、令和７年度内で

の事業完了が見込めないため、令和８年度に予算を繰り越した

ものです。 

 以上で説明を終わります。 

 

 松林議長  説明が終わりました。 

 この際、質疑を受けます。質疑ございませんか。 

 

 （議員席） ＊＊「なし」の声＊＊ 

 松林議長  なしと認め、本件に対する質疑を終わります。 

 以上で報告第４号を終わります。 

 

 松林議長  日程第５、議案第２３号、おいらせ町監査委員の選任につき

同意を求めることについてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 町長。 

 

当局の説明 町長 

（成田光寿君） 

 それでは、議案第２３号についてご説明を申し上げます。 

 議案書１０ページ、１１ページをお願いいたします。 

 参考資料として、４６ページに顔写真を載せてございます。 

 本案は、現委員であります柏崎堅一氏が、本年６月１２日を

もって任期満了となることから、後任の委員として川口晴彦氏

を選任いたしたく、地方自治法第１９６条第１項の規定により

議会の同意を求めるものであります。 

 同氏は、昭和５３年４月に仙台国税局職員に採用され、令和

７年３月に十和田税務署での再任用期間満了まで勤務し、その

間、黒石税務署長、仙台国税局主任国税訴務官、弘前税務署長

など数々の要職を務めて来られた経験がございます。税務及び

財務会計の専門知識と豊富な経験に加え、誠実かつ高潔な人柄

から町の監査委員として適任であると考えております。何とぞ
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議員各位の満場のご同意を賜りますようよろしくお願い申し上

げます。 

 

 松林議長  説明が終わりました。 

 これから質疑を受けます。質疑ございませんか。 

 

 （議員席） ＊＊「なし」の声＊＊ 

 松林議長  なしと認め、本案に対する質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論ございませんか。 

 

 （議員席） ＊＊「なし」の声＊＊ 

 松林議長  討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから議案第２３号について採決をいたします。 

 本案は、原案のとおり同意することにご異議ございませんか。 

 

 （議員席） ＊＊「なし」の声＊＊ 

 松林議長  異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり同意することに決しました。 

 

 松林議長  日程第６、議案第２４号、おいらせ町執行機関の附属機関の

設置等に関する条例の一部を改正する条例についてを議題とい

たします。 

 当局の説明を求めます。 

 総務課長。 

 

当局の説明 総務課長 

（岡本啓一君） 

 それでは、議案第２４号についてご説明いたします。 

 議案書は１２ページ、１３ページになります。 

 また、新旧対照表は４７ページ、４８ページに掲載しており

ます。 

 本案は、町長の附属機関を新たに設置するため、おいらせ町

執行機関の附属機関の設置等に関する条例を改正するものです。 

 新旧対照表でご説明します。４７ページをご覧ください。 

 新たな附属機関は、名称おいらせ町自然・地域と再生可能エ

ネルギー共生審議会とし、所掌事項として、再生可能エネルギ

ー発電事業との共生に関する事項などを取り扱います。 



【青森県上北郡おいらせ町議会】 

－４１－ 

 委員は１０人以内で、地域住民、森林団体、農業団体、町商

工会をそれぞれ代表する者及び学識経験者等で構成いたします。 

 任期は委嘱の日から答申の日まで、庶務担当課は政策推進課

です。 

 なお、条例の施行日は公布の日からとしております。 

 以上で説明を終わります。 

 

 松林議長  説明が終わりました。 

 これから質疑を受けます。質疑ございませんか。 

 １４番。 

 

質疑 １４番 

（西館芳信君） 

 １４番、西館です。 

 昨年度の３回の定例会の中で、一般質問で私はこの再生可能

エネルギー事業に対する町の姿勢ということで、一般質問させ

ていただきました。 

 ようやくそのかいもあってこれが出てきたのかなと思って、

中身を、議案をよく読んだらちょっと違うようだなということ

で、まず第一に、なぜ今この再生可能エネルギーに関するこの

審議会が出てきたのか。たしか私が一般質問した段階で、この

ような動向が県のほうにもあったような記憶がありますけれど

も、県に倣う、あるいは全国的な風潮趨勢の中でやっているの

か、あるいは町の独自な取組姿勢として今ここに出てきたのか、

まずそれを先に一点お伺いいたします。 

 

 松林議長  政策推進課長。 

 

答弁 政策推進課長 

（鈴木政康君） 

 それでは、西館議員のご質問にお答えします。 

 まず、この審議会の設置の背景を少し説明させてください。 

 この審議会は、県が昨年の７月に県条例として青森県自然・

地域と再生可能エネルギーとの共生に関する条例というのを施

行しました。 

 この条例の目的が、再生可能エネルギーの導入促進、地域住

民の生活環境と自然環境あるいは防災面との調和を図りながら、

地域と共生した形で再エネ事業が進められることということで

制定をされております。 
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 この県条例の制定に当たっては、令和３年にたしか八甲田の

北側に風車が１５０基設置されるような計画がありましたが、

地元自治体などの反対によってこれが廃止になったというのが

あります。 

 そういった部分で、当時はこの再エネ設置に関しては、法令

上、要件が整っていれば地域の十分な理解が得られなくても設

置をできるというものだったんですが、今般この県条例によっ

て大きく特徴が２つありまして、１つは、県のほうで県域全体

にゾーニングをしたことで、これによって一定の制約を設けた

こと。そして２つ目が、再エネの事業を実施するに当たっては、

きちっと地元の理解を合意形成を取っていただきたいというこ

とになっております。 

 この県域全体のゾーニングに関して、保護区域と保全区域、

そしてそれ以外の調整区域と、この３つにゾーニングがされま

す。保護区域に関しては、基本、再エネの施設が設置できない。

一方で、保全区域だったり調整区域に関しては、地元市町村長

の意見で設置が可能であるかどうかというのを、県のほうに意

見を付すことができる。もし設置が可能であれば、県のほうで

も再エネの施設が設置できるという共生区域というゾーニング

に変更していきます。 

 ちょっと前置きが長くて申し訳ございません。 

 今般この町の審議会を設置したのは、地元の意見を審議会の

中で専門家を交えて、町の意見を県のほうへ進達するために審

議会という専門機関を設けて、今般の条例改正の提案をしたと

いうことでございます。 

 以上です。 

 

 松林議長  １４番。 

 

質疑 １４番 

（西館芳信君） 

 １４番、西館です。 

 今の答弁を聞いて感じたんだけれども、そうすると、県のほ

うが県の条例でもってもうゾーニングなんか決めてしまって、

かなり何ていうかな、窮屈にやっていくということであれば、

審議会ができて、個々の事案に対してこれは適当ですか、どう

ですかと、共生の理にかなっていますかという諮問をするしな
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いにかかわらず、結論は決まっているんじゃないかなという感

じがいたします。 

 果たして、これ設けることに意義があるのかなと。 

 私ね、町長あるいは執行機関の附属機関ということに対して、

従来の在り方から非常に疑問を感じています。町長の諮問機関

ということで、町長の出したことに対して、一応調査の審査等

はするけれども、大した変わったものは出てこないということ

で、上のほうというか、審査を依頼したほうの意思がそのまま

生きてしまうとか、もう少し自分たちで意思決定できるといっ

ても、地方議会の場合は委員会だとか議会、その上になるのか

と思うんだけれども、もうちょっとね。 

 例えば、固定資産とかああいう審議会というのは、結構な力

がありますよね。ああいうふうな形。 

 でも、あれは国の法律の委任という部分もあるのか。 

 だから、無理なのかもしれないけど、町長どうですか。私ね、

このままでいくと、これせっかくできても個々の事案じゃない、

これ駄目、共生オーケー、オーケーって、今、古米がまた余り

過ぎてきて、もう改良区のほうではまだ新しく田んぼやらせた

いといっても、農地は全然前のように復旧できないよという環

境がずっと広がってるのがもう目に見えています。 

 町としてもっと効果的な土地・農地の使用の仕方ということ

に関しましては、これが私は結構いい材料だから、もっともっ

と柔軟に考えていく。ただ共生云々ということで判定を下すと

いうよりも、もっと積極的な捉まえ方をして、町としてこれも

設けるけれども、もうちょっと進歩発展したような組織を設け

て取組をしていくつもりはありませんかということで、町長か

ら最後に聞いて終わりとしたいと思います。いかがでしょうか。 

 

 松林議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田光寿君） 

 お答えをいたします。 

 西館議員のおっしゃる意向ですね、考え方のところがすんな

りと今回設けようとしている審議会に当てはまるかどうか、も

し補足等があれば担当課長からも追加で答えさせようと思って

おりますが、まず理解していただきたいのが、今回の附属機関
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の設置に関する条例で追加するのが、県条例に基づく町として

の意見を申し述べるための審議会というものであります。 

 再生可能エネルギーの関係の申出が今回ありましたので、そ

ちらのほうの許認可は最終的には県ということになりますが、

県のほうで許認可を判断するに当たって、地元自治体、市町村

長の意見を踏まえて参考にするということになりますので、そ

のための審議会を設けるべく、今回、附属機関の設置等に関す

る条例の中に審議会を設けるものであります。それが主となる、

柱となる部分の目的であります。 

 ただ、所掌事項の中に、その他町長が必要と認める事項とい

うものがありますので、もしかしたらこの中で、西館議員がお

っしゃった、以前一般質問の中でやり取りした意向のものを取

り扱うことも可能かもしれないと思っていますが、ちょっと繰

り返しになりますが、あくまでも今回の協議会、審議会の主た

る目的は、県条例で再生可能エネルギーの許認可を行うに当た

って、市町村長の意見を申し述べるための意見を、町としての

考え方を諮問・答申して、まとめて県のほうに申し述べるため

の審議会ということでありますので、その辺でご理解をいただ

きたいと思っております。 

 以上です。 

 

 松林議長  １４番。 

 

質疑 １４番 

（西館芳信君） 

 審議会設置の主眼というか、大いに理解できるところであり

ます。 

 ですから、この審議会が町長の諮問、本当に効果的にこたえ

ていけるような組織で、ずっと継続してほしいということと、

もう一つはせっかく調査、審議の何ていうか、権限が与えられ

ているわけですから、もっと広く、ここにただ共生ということ

の云々ということだけではなくて、もっと町内の土地の情勢、

農業情勢等を捉えた物事の捉え方をしていく発展的な審議会で

あってほしいということを祈念しております。 

 答弁は特によろしいです。 

 

 松林議長  ほかに質疑ございませんか。 
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 （議員席） ＊＊「なし」の声＊＊ 

 松林議長  なしと認め、本案に対する質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論ございませんか。 

 

 （議員席） ＊＊「なし」の声＊＊ 

 松林議長  討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから議案第２４号について採決をいたします。 

 本案は、原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

 

 （議員席） ＊＊「なし」の声＊＊ 

 松林議長  異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決することに決しました。 

 

 松林議長  日程第７、議案第２５号、おいらせ町印鑑条例の一部を改正

する条例についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 町民課長。 

 

当局の説明 町民課長 

（福田輝雄君） 

 それでは、議案第２５号についてご説明申し上げます。 

 議案書１４ページ、１５ページをご覧ください。 

 本案は、令和６年に公布された出入国管理及び難民認定法等

の一部を改正する法律の施行により、在留カード及び特別永住

者証明書に個人番号カードの機能を付加した特定在留カード及

び特定特別定住者証明書の利用が開始されることに伴い、個人

番号カードと同様に印鑑登録証明書の取得を可能とする改正を

行うため提案するものであります。 

 その内容につきましては、添付参考資料の新旧対照表でご説

明いたしますので、議案書４９ページをご覧ください。 

 第１１条第２項中、本人が印鑑登録証明書の交付申請をする

場合、印鑑登録証に代えて提示して申請できるものとして、個

人番号カードのほかに特定在留カード及び特定特別永住者証明

書を加え、それらを個人番号等とする改正をしております。 

 第１２条では、印鑑登録証明書の交付申請の不受理事由にお

ける印鑑登録証の提示がないとき、印鑑登録証が著しく汚染し、



【青森県上北郡おいらせ町議会】 

－４６－ 

または棄損しているため認識が困難であるときに個人番号カー

ド等を加える改正をしております。 

 第１３条の２では、民間事業者が設置する端末機での交付を

受けることができるよう、個人番号カードを個人番号カード等

に改める改正をするものです。 

 なお、施行日は国の運用開始日である令和８年６月１４日と

するものです。 

 以上で説明を終わります。 

 

 松林議長  説明が終わりました。 

 これから質疑を受けます。質疑ございませんか。 

 １４番。 

 

質疑 １４番 

（西館芳信君） 

 １４番、西館です。 

 この在留制度そのものについて、ちょっと難しくて私も分か

らないんですが、今、印鑑条例ということでこれが出てきたも

んですからね、私自身の後学のために教えてください。 

 印鑑ということに関しましては、昔からアジアの諸国、王様

なんかでも国璽だとか玉璽だとかということで、社会制度だと

か人々のなりわいのために、大いに判こというのがすごい役割

をしてきたというのは理解できるんですが、一般に外国人に関

してはそんなに印鑑制度が普及しているところというのは多く

はないという中であって、国の掛け声によらずしても地方行政

のサービスの中でこの印鑑登録制度というのがずっと維持され

てきたというのは、私自身からすればちょっと驚きなんだけれ

ども、これ現実に今、外国人、国別あるいは人数別に我が町内

に在留している外国人、この印鑑登録、何割の方々がしてるか、

統計的に何人ということでなくて何割でもいいです。ざっくば

らんな数でもいいですけれども、知りたいです。お願いします。 

 

 松林議長  町民課長。 

 

答弁 町民課長 

（福田輝雄君） 

 お答えします。 

 すみません。私も勉強不足で、そこまでちょっと調べては来

ておりませんでした。 
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 ただ、５月末現在で町内に外国人登録をしている方につきま

しては、４３２人いらっしゃいます。外国人で住民登録されて

いる方。 

 ただ、その中の何割がちょっと登録しているかは、すみませ

ん、データ的に準備してこなかったので、後でお知らせできれ

ばなと思います。 

 

 松林議長  １４番。 

 

質疑 １４番 

（西館芳信君） 

 西館です。 

 ちょっと酷な質問だったかもしれません。 

 また、もう一つそれに続いて、私、じゃあこの人たちはどう

いう用途でもって、自分の印鑑証明を使うのかなと思うんです

よ。 

 対自分たちの国の人たちに対する自分のサイン、あるいは印

鑑の証明であれば、領事館とかなんとかが署名証明というやつ

を出して、この人の筆跡ですよ、サインですよというのは出し

てくれるはずなんですが、それは同じく国の人たちで通用する

のかなと。 

 そうすると、日本人を相手にして商売するときに使うんだろ

うなと思います。 

 例えば、銀行なんかにも求められたら出さなきゃならないと

か、そういうふうなところ、若干どういうふうな用途で使って

いるのかなんていうのは、少しでも分かったら説明を。 

 

 松林議長  町民課長。 

 

答弁 町民課長 

（福田輝雄君） 

 お答えいたします。 

 実際に調べたわけではありませんけれども、印鑑登録証明書

を使う場面として、日本人もそうなんですけれども、財産取得

ですね。外国人でも今、車を取得する場合がありますので、そ

ういう場合の取得等に使われると思います。 

 また、中には土地の所有ですね。購入される方もいらっしゃ

ると思いますし、西館議員おっしゃったとおり、商売を行う場

合に法人登記等も出てくると思いますので、そういう範囲内で
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必要があって登録している方々がいらっしゃると思っておりま

す。 

 以上です。 

 

 松林議長  １４番。 

 

質疑 １４番 

（西館芳信君） 

 大いに納得できました。考えてみたらそうですよね。幾らで

も印鑑、これが本当に真正なものかどうかであるということを

確かめる、それを一々署名でも大使館とか領事館と連絡とるよ

り、自分が住んでいるところの役所で取れれば、すごい時間的

にもいろんな労力的にもいいわけですから、分かりました。 

 最後一つね、これさっきなんか端末云々というような言葉が

出てきたんだけれども、その外国人が印鑑証明取れるというこ

とになれば、庁舎でなくてもそれ以外のところでも取れますか。

そこ１点だけ最後にお願いします。 

 

 松林議長  町民課長。 

 

答弁 町民課長 

（福田輝雄君） 

 お答えいたします。 

 外国人であろうが日本人であろうが、今、マイナンバーカー

ドを取得しております。マイナンバーカードを取得している方

につきましては、コンビニ交付の対象になりますので、そちら

で取れるということでお答えいたします。 

 

 松林議長  ほかに質疑ございませんか。 

 １３番。 

 

質疑 １３番 

（川口弘治君） 

 １３番です。 

 この特別在留カードを要する外国人、ここのところと、今、

先ほどまで質疑の中で出てくる永住者、一般の外国人、登録さ

れている。 

 今回はこれ多分、特定特別永住者ということになっています

が、この永住者はどういった永住者というかお知らせください。 

 

 松林議長  町民課長。 
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答弁 町民課長 

（福田輝雄君） 

 お答えいたします。 

 特別永住者証明書についての対象の方々という形でご質問い

ただいたかと思います。 

 こちらにつきましては、平和条約国籍離脱者などの特別永住

者に交付される法的な在留資格を証明する証明書ということに

なっております。 

 具体的には、韓国、朝鮮、台湾などで戦前から定住者として

の子孫の方々がこちらに該当するということで規定されており

ました。 

 

 松林議長  １３番。 

 

質疑 １３番 

（川口弘治君） 

 １３番。 

 ありがとうございます。 

 そこで、ここにある難民指定というか、難民認定法に規定す

る云々って書いてありますが、これにいわゆる難民認定法も含

めた、そういう難民指定を受けた、例えばですね、そういった

外国人に対しても同じような適用という解釈でいいんでしょう

か。 

 

 松林議長  町民課長。 

 

答弁 町民課長 

（福田輝雄君） 

 お答えいたします。 

 すみません。そちらまではちょっと難民のほうまではちょっ

と規定のほうが解釈していなかったので、大変すみません。 

 

 松林議長  よろしいですか。（「はい」の声あり） 

 ほかに質疑ございませんか。 

 

 （議員席） ＊＊「なし」の声＊＊ 

 松林議長  なしと認め、本案に対する質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論ございませんか。 

 

 （議員席） ＊＊「なし」の声＊＊ 
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 松林議長  討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから議案第２５号について採決をいたします。 

 本案は、原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

 

 （議員席） ＊＊「なし」の声＊＊ 

 松林議長  異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決することに決しました。 

 

 松林議長  日程第８、議案第２６号、本庁舎耐火書庫ハンドル式移動書

架購入契約の締結についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 総務課長。 

 

当局の説明 総務課長 

（岡本啓一君） 

 それでは、議案第２６号についてご説明いたします。 

 議案書は１６、１７ページになります。 

 また、入開札一覧表は、５１ページに掲載しております。 

 本案は、令和７年１２月８日に発生した青森県東方沖地震に

より破損した本庁舎１階西側の耐火書庫内にあるハンドル式移

動書架一式を更新するもので、去る５月２０日に有限会社佐々

木時計電器ほか８者により指名競争入札を執行したところ、４

３７万８，０００円で、文具のみうらが落札者と決定しました

ので、この契約を締結するため、地方自治法第９６条第１項第

８号及びおいらせ町議会の議決に付すべき契約及び財産の取得

または処分に関する条例第３条の規定により提案するものです。 

 以上で説明を終わります。 

 

 松林議長  説明が終わりました。 

 これから質疑を受けます。質疑ございませんか。 

 

 （議員席） ＊＊「なし」の声＊＊ 

 松林議長  なしと認め、本案に対する質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論ございませんか。 

 

 （議員席） ＊＊「なし」の声＊＊ 

 松林議長  討論なしと認めます。これで討論を終わります。 
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 これから議案第２６号について採決をいたします。 

 本案は、原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

 

 （議員席） ＊＊「なし」の声＊＊ 

 松林議長  異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決することに決しました。 

 

 松林議長  日程第９、議案第２７号、おいらせ町新庁舎建設事業用地の

取得について議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 総務課長。 

 

当局の説明 総務課長 

（岡本啓一君） 

 それでは、議案第２７号についてご説明いたします。 

 議案書は１８ページ、１９ページになります。 

 また、取得する用地の位置図は５２ページに掲載しておりま

す。 

 本案は、現本庁舎と分庁舎を統合移転新築するためのおいら

せ町新庁舎建設事業の事業用地として、中野平地内の土地６筆、

合計面積１万４，０５４．２９平方メートルを取得するため、

地方自治法第９６条第１項第８号及びおいらせ町議会の議決に

付すべき契約及び財産の取得または処分に関する条例第３条の

規定により提案するものです。 

 なお、取得予定価格の単価は、１平方メートル当たり１万２，

９００円となります。この額は、不動産鑑定評価により６筆の

土地を一団の土地として評価基準に従い、地域要因や個別要因

が分析され評価額とされたものです。 

 また、契約の相手方である下田タウン株式会社とは、令和８

年５月１５日付で土地売買の仮契約を締結しております。 

 以上で説明を終わります。 

 

 松林議長  説明が終わりました。 

 これから質疑を受けます。質疑ございませんか。 

 １４番。 

 

質疑 １４番  １４番、西館です。 
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（西館芳信君）  この土地の確保については、５月１９日の全協でも大体聞き

ました。その中で、庁舎部分とそれから駐車場部分ということ

で、特に駐車場部分に関しましては個人の地権者が１４者、そ

れから法人１ということなんですが、まず、おおむね皆さん協

力的であると、今のところはと解してよろしいですか。 

 

 松林議長  総務課長。 

 

答弁 総務課長 

（岡本啓一君） 

 今、ご質問の土地については、職員駐車場のほうということ

でよろしかったですよね。（「そうですね、あそこの駐車場」

の声あり） 

 そちらの職員駐車場用地は、役場庁舎とおいらせ病院の北側

に予定しておりまして、まだ地権者との接触につきましては、

一度事業説明会を行ったときに来ていただいて、こちらの計画

の話をしたというところでございます。 

 その際は、特に反対をすると言ったような意見はなかったと

聞いておりますし、その後も現在に至るまで明確な反対の意思

を示しているというようなことは聞いてございません。 

 以上です。 

 

 松林議長  １４番。 

 

質疑 １４番 

（西館芳信君） 

 今説明していただいたような地権者の反応の中で、これ土地

を購入するための法的な根拠としまして、庁舎のほうは土地収

用法、それから、職員の駐車場については、公有地拡大の推進

に関する法律に基づく先買い制度の手続ということ、それぞれ

違う法的根拠を求めました。 

 主に何ていうか、公用収用における行政法上の強制力の違い

ということが一番の目的だと思うんだけれども、それを踏まえ

て、なぜこういうふうに分けてあるのか、その辺の苦労話聞か

せてもらえればなと思います。 

 

 松林議長  総務課長。 

 

答弁 総務課長  お答えをいたします。 
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（岡本啓一君）  今議員が言及なさいました土地収用制度と先買い制度、それ

ぞれ２つの手法をもって、庁舎のほうは土地収用制度による用

地買収、職員駐車場については公有地拡大の推進に関する法律

に基づく先買い制度で推進するということで進めております。 

 この２つの制度の主な違いは、ただいま議員ご指摘のとおり、

土地収用法については強制力があるということもありますが、

そのほかにはこの現実的な問題として、税額控除の金額に大き

な違いがございます。 

 この土地収用制度による土地の売買については、５，０００

万円の特別控除を受けることができますし、一方、この公有地

拡大推進法による先買い制度によりますと、税額控除が５，０

００万円ではなくて１，５００万円にとどまるといった大きな

違いがございます。 

 ここの職員駐車場のこの公有地拡大推進法による先買い制度

を予定しているわけなんですけれども、個々の土地の広さを考

えますと、１，５００万円の公有地拡大法による先買い制度で

もおおむね税額控除を受けられる、不足はないなということで

進めております。 

 ところが、一方、庁舎の土地については、一筆一筆が強大で

ありまして、面積についても１万４，０００平米ということで

ありまして、土地の取得予定価格も１億８，０００万円という

巨額なものにございます。この５，０００万円控除ではとても

全部は控除はされませんけれども、５，０００万円と１，５０

０万円のこの税額控除の違いですね、大きな違いとなると考え

ております。 

 以上です。 

 

 松林議長  １４番。 

 

質疑 １４番 

（西館芳信君） 

 公共事業に協力したときの税の優遇制度ということについて、

異なる法律を適用、適用というか、背景にしても行きつくとこ

ろは同じかなと思っていたもんですから、そういう違いがある

んだなということで、大いに納得しました。 

 公有地拡大だけで１本で、そっちだけで土地収用をしなくて

もいけるんじゃないのかなと私自身ちょっと考えたところもあ
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りましたので、いずれにしても大変な作業だろうと思います。

ぜひ地権者の方々の意向に沿うような形でもって進めていただ

ければと思います。ご苦労さまでございます。 

 

 松林議長  ほかに質疑ございませんか。 

 

 （議員席） ＊＊「なし」の声＊＊ 

 松林議長  なしと認め、本案に対する質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論ございませんか。 

 

 （議員席） ＊＊「なし」の声＊＊ 

 松林議長  討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから議案第２７号について採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

 

 （議員席） ＊＊「なし」の声＊＊ 

 松林議長  異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

 松林議長  日程第１０、議案第２８号、神明橋橋梁補修工事請負契約の

締結についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 地域整備課長。 

 

当局の説明 地域整備課長 

（久保田優治君） 

 それでは、議案第２８号についてご説明いたします。 

 議案書は２０ページと２１ページ、入開札一覧表は５３ペー

ジになりますので、参考にご覧ください。 

 本案は、橋梁点検結果に基づき、阿光坊地区から本村地区に

係る神明橋の老朽化対策として、令和５年度からの４か年事業

で行ってきた補修工事の最終４年目となるものです。 

 去る５月２０日に株式会社柏崎組ほか９者により指名競争入

札を執行したところ、４，９５０万円で株式会社柏崎組が落札

者と決定しましたので、この契約を締結するため、地方自治法

第９６条第１項第５号及びおいらせ町議会の議決に付すべき契

約及び財産の取得または処分に関する条例第２条の規定により



【青森県上北郡おいらせ町議会】 

－５５－ 

提案するものです。 

 以上で説明を終わります。 

 

 松林議長  説明が終わりました。 

 これから質疑を受けます。質疑ございませんか。 

 １２番。 

 

質疑 １２番 

（楢山 忠君） 

 １２番、楢山です。 

 ちょっと教えていただきたいと思うんですけれども、これは

あくまでも補修的なことで、形状的なのは変わるとかというこ

とではないわけですか。 

 

 松林議長  地域整備課長。 

 

答弁 地域整備課長 

（久保田優治君） 

 ご質問にお答えいたします。 

 形状自体は、元の長さ、形、ほぼ変わりません。 

 昨年度まで行ってきた梁と柱等の工事に加えて、今年度、上

に床板、いわゆるアスファルトをかぶせる前のコンクリートの

板を敷く作業と、それを連結する工事が主体となってやるもの

なので、形状自体は元とほぼ変わりません。 

 以上です。（「オーケーです」の声あり） 

 

 松林議長  ほかに質疑ございませんか。 

 

 （議員席） ＊＊「なし」の声＊＊ 

 松林議長  なしと認め、本案に対する質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論ございませんか。 

 

 （議員席） ＊＊「なし」の声＊＊ 

 松林議長  討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから議案第２８号について採決をいたします。 

 本案は、原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

 

 （議員席） ＊＊「なし」の声＊＊ 

 松林議長  異議なしと認めます。 
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 よって、本案は原案のとおり可決することに決しました。 

 

 松林議長  日程第１１、議案第２９号、木ノ下中学校講堂解体工事請負

契約の締結についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 学務課長。 

 

当局の説明 学務課長 

（吉田和子君） 

 それでは、議案第２９号についてご説明申し上げます。 

 議案書２２ページ、２３ページをご覧ください。 

 入開札一覧表は５４ページになります。 

 本案は、木ノ下中学校講堂解体工事について、去る５月２０

日に株式会社柏崎組ほか１１者により指名競争入札を執行した

ところ、７，７００万円で株式会社柏崎組が落札者として決定

しましたので、この契約を締結するため、地方自治法第９６条

第１項第５号及びおいらせ町議会の議決に付すべき契約及び財

産の取得または処分に関する条例第２条の規定により提案する

ものであります。 

 なお、本工事の施行により、旧講堂、旧講堂と校舎をつなぐ

渡り廊下、旧講堂に隣接する機械室と倉庫を令和９年１月１５

日までに解体するものであります。 

 以上で説明を終わります。 

 

 松林議長  説明が終わりました。 

 これから質疑を受けます。質疑ございませんか。 

 

 （議員席） ＊＊「なし」の声＊＊ 

 松林議長  なしと認め、本案に対する質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論ございませんか。 

 

 （議員席） ＊＊「なし」の声＊＊ 

 松林議長  討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから議案第２９号について採決をいたします。 

 本案は、原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

 

 （議員席） ＊＊「なし」の声＊＊ 
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 松林議長  異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決することに決しました。 

 

 松林議長  日程第１２、議案第３０号、いちょう公園体育館受変電設備

改修工事請負契約の締結についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 社会教育・体育課長。 

 

当局の説明 社会教育・体育課

長 

（堤 雅之君） 

 それでは、議案第３０号についてご説明いたします。 

 議案書の２４ページと２５ページになります。 

 入開札一覧表は５５ページとなります。 

 本案は、いちょう公園体育館受変電設備改修工事を実施する

にあたり、本年５月２０日に株式会社パル電装技研ほか１０者

により指名競争入札を執行したところ、５，４１２万円で有限

会社アイテックが落札者として決定しましたので、この契約を

締結するため、地方自治法第９６条第１項第５号及びおいらせ

町議会の議決に付すべき契約及び財産の取得または処分に関す

る条例第２条の規定により提案するものであります。 

 なお、本工事は電気事業法に基づく電気設備点検により更新

が必要とされたいちょう公園内にあるキュービクルと呼ばれる

高圧の電気を各施設が安全に使うために、低圧の電気に変圧制

御する設備と、これに接続する高圧ケーブル一式の更新を行う

ものであります。 

 以上で説明を終わります。 

 

 松林議長  説明が終わりました。 

 これから質疑を受けます。質疑ございませんか。 

 

 （議員席） ＊＊「なし」の声＊＊ 

 松林議長  なしと認め、本案に対する質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論ございませんか。 

 

 （議員席） ＊＊「なし」の声＊＊ 

 松林議長  討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから議案第３０号について採決をいたします。 
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 本案は、原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

 

 （議員席） ＊＊「なし」の声＊＊ 

 松林議長  異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決することに決しました。 

 

 松林議長  日程第１３、議案第３１号、おいらせ町新病院建設事業用地

の取得について及び日程第１４、議案第３２号、おいらせ町新

病院建設事業用地の取得についての２件を一括議題といたしま

す。 

 当局の説明を求めます。 

 病院事務長。 

 

当局の説明 病院事務長 

（桒嶋泰幸君） 

 それでは、議案第３１号について最初にご説明申し上げます。 

 議案書は２６ページ、２７ページになります。また、添付参

考資料は５６ページになります。 

 本案は、現病院を移転新築するおいらせ町病院建設事業の事

業用地として、中平下長根山及び中野平地内の土地６筆、５，

６８５．２８平方メートルを総額７，３３４万円で取得するた

め、地方自治法第９６条第１項第８号及びおいらせ町議会の議

決に付すべき契約及び財産の取得または処分に関する条例第３

条の規定に基づき提案するものであります。 

 なお、土地鑑定評価により１平方メートル当たりの単価は１

万２，９００円とし、契約の相手方とは令和８年５月１５日に

土地売買の仮契約を締結しております。 

 続きまして、議案第３２号についてご説明申し上げます。 

 議案書は２８ページ、２９ページになります。また、添付参

考資料は５７ページになります。 

 本案は、現病院を移転新築するおいらせ町新病院建設事業の

事業用地として、中平下長根山及び中野平地内の土地２筆、７，

０２３平方メートルを総額１億３，９０５万５，４００円で取

得するため、地方自治法第９６条第１項第８号及びおいらせ町

議会の議決に付すべき契約及び財産の取得または処分に関する

条例第３条の規定に基づき提案するものであります。 

 なお、土地鑑定評価により１平方メートル当たりの単価は１
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万９，８００円とし、契約の相手方とは令和８年５月１日に土

地売買の仮契約を締結しております。 

 以上で説明を終わります。 

 

 松林議長  説明が終わりました。 

 これより議案第３１号及び議案第３２号の２件について一括

して質疑を行います。質疑ございませんか。 

 

 （議員席） ＊＊「なし」の声＊＊ 

 松林議長  なしと認め、本案に対する質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論ございませんか。 

 

 （議員席） ＊＊「なし」の声＊＊ 

 松林議長  討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから議案第３１号及び議案第３２号について採決をいた

します。 

 本案は、原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

 

 （議員席） ＊＊「なし」の声＊＊ 

 松林議長  異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決することに決しました。 

 

日程終了の 

告知 

松林議長  これで本日の日程は全て終了いたしました。 

 以上で本日の会議を閉じます。 

 

次回日程の 

報告 

松林議長  明日、１０日は午前１０時から本会議を開き、引き続き議案

審議を行います。 

 

散会宣告 

 

松林議長  本日はこれで散会いたします。 

 大変ご苦労さんでした。 

 

  （散会時刻 午後２時２２分） 

 

 事務局長 

（小向正志君） 

 修礼を行いますので、ご起立願います。 

 礼。 
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